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B 107 各種友料用連判。黄変I- 及ぼす影響

　　　　ライオン客庭料学研尭所　O 宮If真子　田中丈B.　魂辺真郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　戸張真葛　gt," 升三

　目的　友料周連剤は、合成浹剤･ 紛石けし･ 堤合石け-･t 多様化レt い*が、これら・

鴉割。友料の賃変に＆ぽす影響I'--, I.,て検討レ、黄変。畢動t 明らヵヽ、こすることを目的と

ずる。

　才茲　衣料用連刻としてI*. 粉石け>･. 複合石け石. 合成洙判(いずみ｡もす販品）% 用

い、綿ｘ ･/ヤス1 以下。条件でヽ< リ追レ/o回茄浄しr-。洗浄温度: 2タ'c, 洗浄時間:/0分

間、洛比：I : 30 、 すすvf'時間：3 分間、目3 , 2 回、3 回（粉石けX- 。# ）,硬庫：4徊、

/D'DH. 勉媒才法；濠外? レ. 家内干レ、放置時間：ほ俊, 3 T月、ぷヶ月（2fこ , μ%糾

r~z 保再）

　糾果R）＆が浹剤aム杖置iこX i 黄$i 。並行。りまt 心kr ないダ、粉石if ル, 靖彦石tず

んり場ぷ､Jt、放置、こj: り黄Hi が遂行レ、3 グ月'1k 1'ヽ合成浙沸i t ≪?差ダ顕－fc なる. R　用

刄・硬象ダ4･叫*ヽらID °PHに.Vるi, ,、｡'ず柘e, れかμ煮隻友ぽ噌加T るii礼　こa 傾向II、合

成ま判. 複合石､アAy こ出ぺヽX 粉石けんり場合が顕著z･ある. R　裸合石けしの貧変､1. A-

'dh・場合、粉石It ん L 同程友Tヽあるμ、μ0 '闘。発合。米分石叶ん･f 'I小さ< , 合戎連制ぶり

やや大t な-5 .　これらit. 紛石け心o, 桟石Ifん量が4. 'M ６ tしa" X 10 'OHf 増大す^ ･i=対し、

複合石けん。場合は. 4- 'DHi- /0 "W でヽ大羞な、ヽニk. ，こ^因了-5 . R　、､･ず紀 洗剤^ 、イず

r回数が｀多<なi と、漓浄直緩・黄変度IS 渚おするoレヶヽi- 、紛石If 石. 竣冶･石けんZ･･I?、

放置-f i ニt I- X I)、T t r回収。ヶないｼ≪, ほど賃't. ､ま顕著1- 進行する。

B tO8 肌* に付４し礼汚れの黄麦,c 闇するt: デIレ的研袈（予報)

　　　　岡山大散t　o杉原黎子

　　　　広島大教育　　安藤久子　　籐谷　健

　目吟　肌着は，盾凧時に付希｡しだ人体ヵヽらの分班物によ,1 ,次第に働変を生じてくる。

この原因を呪明する目的で,人件に起因寸る遇れのうち。特,こ，皮脂汚れヤタンパクt汚

れヒ黄気ヒの関係にｰ）いて，モデ1レ物笥を用いて検討した。

　方臓　皮脂汚れのモデ･レとしT I* 7 ードを。タンパク察巧れのモぞ･レヒt -T.1*ヒt- の表

皮画賛屠-^れを構成する各趨了ミノ酸を用いた。外練L た綿布上にラーf のベンゼン壽丸

了ミノ政永壽雍を規吏・:塗布し，ラーF 3Z.は了ミノ酸単触及｡ぴ両着が共存する坊染布Cア

ミノ厳木-:%疲を童布し. 乾燥憧ラードベンゼン奄疲を童布）を作戎し托。これを電気気遣

器中に号憲して｡30°C ・佃゜CみI* 如゜cfエ1 ジンブ左行い，エ･r ->ングに伴う着発t . 潮

色色先計K/D－ぢC 日本電色）で刮定し托b値の変化＼zよって調べ托。

　幼象　c r リシン単独汚姿布の黄変･よ. 布帛上のグリシン-^が増亨にっれて･言ぽ直絢的

に増加しだ。しヵヽL , 7 ード単地汚東布の場合ぼ。驚隻にS.ぼキラーF ^の影零はわずヵヽ

であっ犯。②ｸ丿シン・ラード共存汚染布のb '(S.it, 各年独乃条布のb 値よ'J大一であ・

だが. i≒Jシン膚度の影樗が顕蕩であっ托。R）グ'J シン・7- ド共存巧条布・）海気･*，

エ･r ジング日数ヒともに増加し忙。そしT ,ｴｰ1 ジンブ連衆の高い分が, 債変が欠をく.

ﾀlヽ-・ｴｰfジンア初期･り変化が顕蕩t｀あ･。托. ④了ミノ酸の塊禰を曳えす^臭験-n締乖。海

変は了ミノ酸心穂類i乙よって異なったが, 用いた片権りフミノ酸すべてIこ）いT，b値･亀

了ミノ酸単池汚条布にﾋえぺｙ了ｌノ酸･ラード共存汚染布の方が大-iあった。


